
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●米づくりの体験学習を通して、農作物を育てる工夫や努力を学ぶ 

とともに、日本人の主食であるお米の大切さを深く学習することが 

できた。 

●地域の方や保護者の方にご協力いただき体験活動を進めたこと 

で、児童の「感謝の気持ち、地域を思う気持ち」を高めることがで 

きた。 

 

 

●田植え体験では、素足で田んぼに入って稲を手で植えた。腰をかが

めながら植えるのは大変だけど、土の感触が気持ちよかった。立派

なお米に育ってほしい。 

●稲刈り体験では、ギザギザの刃の鎌を使って、楽しく稲刈りをした。

みんなで餅つきをして、食べた餅はおいしく、よい思い出になった。 

米づくり体験 

第５学年 

●地域の方々の協力を得ながら、５月に大熊農園をお借りして田植 

え体験を行っている。また、９月に稲刈り、１２月にもちつきと年 

間を通じて米づくりの体験学習を行っている。 

●５年生児童・教職員・保護者・地域の方々が協力して、もちつきを 

行い、共に食し、感謝の気持ちを伝えている。 
 


